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 本研究は、重要他者との関係におけるストレスイベントと自尊心が、食行動異常の 1 種である神経

性過食症におよぼす影響性について記述的に検討することを目的とした。神経性過食症に対する心理

的介入の 1つとして、Interpersonal Psychotherapy（以下、IPT）があげられる。IPTは、重要他者と

の関係について介入を行い、長期的な寛解期間をもたらすことが出来る一方で、基盤となる IPT-EDモ

デルの実証的な検討がほとんどなされていない。 

 本研究においては、関東圏の女性を対象として、摂食障害傾向、感情認知の障害、否定的な社会的評

価、自尊感情、対人関係満足度、対人関係効力感、過食行動の動機をそれぞれ測定し、統計的手法によ

る比較を行った。IPT-ED モデルに基づいて、摂食障害傾向、感情認知の障害、否定的な社会的評価、

自尊感情、対人関係満足度、対人関係効力感の 6 つの観測変数を用いて、構造方程式モデリングによ

るパスモデルの作成を行ったところ、概ね十分な適合度が得られた。また、過食行動の動機について、、

Cochranの Q 検定を実施した結果、5つの動機の回答率に有意な差が認められ、感覚刺激と逃避が、阻

止、注目、要求と比較して、それぞれ有意に多かった。 

 本研究の成果として、否定的な社会的評価によって自尊心が低下し、神経性過食症傾向が強まると

いう、IPT-ED モデルが実証的に支持された。また、重要他者との関係に介入を行うことによって、対

人効力感を媒介し、神経性過食症傾向が改善するといった IPT の作用機序に関する仮説が実証的に示

された。また、過食行動の動機と IPT-EDモデルを併せて考察すると、過食行動は、対人関係上の問題

からの「逃避」という負の強化によって維持される側面と、対人関係上の問題に限らずに過食行動自体

における感覚刺激の入力といった正の強化によって維持される側面が存在すると考えられる。 

 したがって、神経性過食症への介入を行う際には、過食行動の持つ機能のアセスメントを行ったう

えで、対人関係上の問題に対する介入を行うことによって、さらに効果的な介入を行うことが出来る

と考える。 
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